
　

岡
山
大
学
と
鏡
野
町
に
よ
る
寄

付
研
究
部
門
の
設
置
に
関
す
る
協

定
書
の
調
印
式
が
２
月
１
日
（
水
）、

岡
山
大
学
で
行
わ
れ
、
岡
山
大
学

の
森
田
潔
学
長
、
山
崎
町
長
が
協

定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

岡
山
大
学
に
於
い
て
、
４
月
１
日

よ
り
鹿
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に「
岡
山
大

学
中
性
子
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が

開
設
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
岡
山
大
学
が
積
み
重
ね

て
き
た
基
礎
研
究
を
基
盤
と
し
、

現
在
、
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
）
と
の
間
で
締
結
さ
れ
て
い
る
、

最
新
の
が
ん
治
療
法
で
あ
る
ホ
ウ
素

中
性
子
補
捉
療
法
（
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
）に

関
す
る
協
定
を
踏
ま
え
て
、
近
い
将

来
の
臨
床
応
用
を
目
指
し
た
中
性

国
立
大
学
法
人
岡
山
大
学
と
の
寄
付
研
究
部
門
の

設
置
に
関
す
る
協
定
書
　
調
印
式

第
２
回
鏡
野
町
少
年
少
女
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
交
歓
大
会

開
催
日
：
平
成
28
年
12
月
18
日
（
日
）

場　

所
：
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

○
高
学
年
の
部

　

優　

勝　

奥
津
Ａ

　

準
優
勝　

鶴
喜
Ａ

　

第
３
位　

富
Ａ

○
中
学
年
の
部

　

優　

勝　

奥
津
Ｂ

　

準
優
勝　

香
南
Ｂ

　

第
３
位　

鶴
喜
Ｂ

○
低
学
年
の
部

　

優　

勝　

香
南
Ｄ

　

準
優
勝　

鶴
喜
Ｃ

　

第
３
位　

大
野
Ｄ

鏡
野
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会 

初
打
大
会

開
催
日
：
平
成
29
年
１
月
12
日
（
木
）

場　

所
：
鏡
野
ド
ー
ム

　

優　

勝　

馬
場
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

土
居
チ
ー
ム

　

第
３
位　

越
畑
チ
ー
ム

　

敢
闘
賞　

下
円
チ
ー
ム

低学年の部 中学年の部 高学年の部

子
医
療
研
究
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

本
協
定
は
、
鏡
野
町
が
同
セ
ン

タ
ー
の
取
組
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
将
来
的
に
は
、
鏡

野
町
に
新
た
に
設
置
し
よ
う
と
考
え

て
い
る
中
性
子
医
療
関
連
研
究
拠
点

に
お
い
て
、
医
学
と
薬
学
と
素
粒
子

物
理
学
の
最
先
端
技
術
を
融
合
し

た
医
療
人
材
育
成
と
研
究
を
行
う

環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

本
町
か
ら
は
、
寄
付
研
究
部
門

設
置
に
必
要
と
な
る
経
費
を
５
年

間
に
わ
た
り
寄
付
す
る
予
定
で
す

が
、
岡
山
大
学
と
し
て
も
、
研
究

を
主
体
と
し
た
寄
付
研
究
部
門
の

受
け
入
れ
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

ホ
ウ
素
中
性
子
補
捉
療
法

（B
oron N

eutron C
apture 

T
herapy

： BN
CT

）：
ホ
ウ
素
同

位
体
10B
は
中
性
子
と
の
核
反
応
に

よ
っ
て
α
線
と
7Li
粒
子
を
発
生
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
粒
子
放
射
線
は
飛
距

離
が
4
〜
9
μm
（
1
μm
＝
10-6
m
）で

細
胞
一
個
の
大
き
さ
よ
り
小
さ
い
の

で
、
が
ん
細
胞
に
10B
が
導
入
さ
れ

て
い
れ
ば
、
こ
れ
ら
粒
子
線
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
が
ん
細
胞
の
D
N
A
を
切

断
し
、殺
傷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

B
N
C
T
は 

1
回
の
照
射
で
が
ん

細
胞
の
み
殺
傷
し
、
隣
の
正
常
細
胞

は
損
傷
し
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
が
ん
組
織
に
選
択
的
に

取
り
込
ま
れ
る
ホ
ウ
素
化
合
物
が
開

発
さ
れ
た
こ
と
で
B
N
C
T
の
有
効

性
が
高
ま
り
、
悪
性
の
脳
腫
瘍
と

皮
膚
が
ん
に
こ
の
治
療
法
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
な
お
、
原
子
炉
由

来
の
熱
中
性
子
を
利
用
す
る
方
法

と
、
加
速
器
で
陽
子
を
加
速
し
て

タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
7Li 

ま
た
は 

9Be
）に
当

て
発
生
す
る
熱
外
中
性
子
を
利
用

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、

病
院
設
置
が
可
能
な
加
速
器
型

B
N
C
T
に
開
発
の
重
点
は
移
っ
て

い
ま
す
。

BNCTの原理
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